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　 　 【 請 求 項 １ 】 　 式 Ｉ ：
【 化 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
[式 中 、
　 nは 0、 1ま た は 2で あ り 、
　 R 1 、 R 2 は C 1 ～ C 6 ア ル キ ル で あ り 、
　 R 3 、 R 4 、 R 5 は 水 素 ま た は C 1 ～ C 6 ア ル キ ル で あ り 、 ま た は R 4 と R 5 は 一 緒 に な っ て 結 合 を 形
成 し 、
　 R 6 は Clま た は Brで あ る ]
で 表 さ れ る イ ソ オ キ サ ゾ ー ル の 製 造 方 法 で あ っ て 、 下 記 の 工 程 ：
a) 式 II：
【 化 ２ 】
　
　
　
　
　
[式 中 、 基 R 1 は 同 一 で も 異 な っ て い て も よ く 、 先 に 定 義 し た と お り で あ る ]の 1,2-ジ ア ル キ
ル ベ ン ゼ ン を ハ ロ ゲ ン 、 特 に 塩 素 、 に よ り ハ ロ ゲ ン 化 し て 式 III：
【 化 ３ 】



　
　
　
　
　
　
　
　
の 3,6-ジ ハ ロ -1,2-ジ ア ル キ ル ベ ン ゼ ン を 製 造 す る 工 程 ；
b) 式 IIIの 3,6-ジ ハ ロ -1,2-ジ ア ル キ ル ベ ン ゼ ン を 過 酸 化 水 素 お よ び ハ ロ ゲ ン 化 剤 、 好 ま
し く は HBr、 と 反 応 さ せ て 式 IV：
【 化 ４ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
[式 中 、 基 R 1 お よ び R 6 は 先 に 定 義 し た と お り で あ る ]の ハ ロ ゲ ン 化 ベ ン ジ ル 、 好 ま し く は 臭
化 ベ ン ジ ル 、 を 製 造 す る 工 程 ；
c) 式 IVの ハ ロ ゲ ン 化 ベ ン ジ ル を 酸 化 剤 に よ り 酸 化 し て 式 V：
【 化 ５ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
[式 中 、 基 R 1 お よ び R 6 は 先 に 定 義 し た と お り で あ る ]の ア ル デ ヒ ド を 製 造 す る 工 程 ；
d) 式 Vの 化 合 物 を ヒ ド ロ キ シ ル ア ミ ン お よ び 塩 基 と 反 応 さ せ て 式 VI：
【 化 ６ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
[式 中 、 基 R 1 お よ び R 6 は 先 に 定 義 し た と お り で あ る ]の 対 応 す る オ キ シ ム を 製 造 す る 工 程 ；
e) 式 VIの オ キ シ ム を 式 VII：
【 化 ７ 】
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[式 中 、 R 3 ～ R 5 は 先 に 定 義 し た と お り で あ る ]の ア ル ケ ン と 、 好 ま し く は 次 亜 塩 素 酸 塩 の 存
在 下 で 、 反 応 さ せ て 式 VIII：
【 化 ８ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
[式 中 、 R 1 お よ び R 3 ～ R 6 は 先 に 定 義 し た と お り で あ る ]の 4,5-ジ ヒ ド ロ イ ソ オ キ サ ゾ ー ル を
製 造 す る 工 程 ；
f) 式 VIIIの 化 合 物 を 適 当 な 溶 媒 の 存 在 下 で 式 IX：
【 化 ９ 】
　
　
　
の 金 属 チ オ ラ ー ト と 反 応 さ せ て 式 X：
【 化 １ ０ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
[式 中 、 R 1 ～ R 6 は 先 に 定 義 し た と お り で あ る ]の チ オ エ ー テ ル を 製 造 す る 工 程 ；
g) 式 Xの チ オ エ ー テ ル を 酸 化 剤 と 反 応 さ せ て 、 式 Ｉ に お い て nが 1ま た は 2で あ る 対 応 す る
ア ル キ ル ス ル ホ ニ ル ま た は ア ル キ ル ス ル フ ェ ニ ル 誘 導 体 を 製 造 す る 工 程 ；
の う ち の １ つ 以 上 を 含 ん で な り 、
製 造 工 程 ａ ） 、 ｂ ） 、 ｃ ） を 逐 次 実 施 す る こ と に よ り 、 式 Vの 化 合 物 の 製 造 方 法 が も た ら
さ れ る 、 上 記 方 法 。
　 　 【 請 求 項 ２ 】 　 R 3 が 水 素 ま た は メ チ ル で あ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 。
　 　 【 請 求 項 ３ 】 　 R 4 が 水 素 ま た は メ チ ル で あ る 、 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 方 法 。
　 　 【 請 求 項 ４ 】 　 R 5 が 水 素 ま た は メ チ ル で あ る 、 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の
方 法 。
　 　 【 請 求 項 ５ 】 　 R 3 、 R 4 お よ び R 5 が 水 素 で あ る 、 請 求 項 １ ～ ４ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の
方 法 。
　 　 【 請 求 項 ６ 】 　 R 6 が 臭 素 で あ る 、 請 求 項 １ ～ ５ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 方 法 。
　 　 【 請 求 項 ７ 】 　 R 6 が 塩 素 で あ る 、 請 求 項 １ ～ ５ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 方 法 。
　 　 【 請 求 項 ８ 】 　 式 IIに お い て 2個 の 基 R 1 の う ち の 一 方 が メ チ ル 基 で あ る 、 請 求 項 １ ～
７ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 方 法 。
　 　 【 請 求 項 ９ 】 　 下 記 の 化 合 物 ：
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　 3-(3-ク ロ ロ -2-メ チ ル -6-メ チ ル チ オ フ ェ ニ ル )-4,5-ジ ヒ ド ロ イ ソ オ キ サ ゾ ー ル ；
　 3-(3-ブ ロ モ -2-メ チ ル -6-メ チ ル チ オ フ ェ ニ ル )-4,5-ジ ヒ ド ロ イ ソ オ キ サ ゾ ー ル ；
　 3-(3-ク ロ ロ -2-メ チ ル -6-メ チ ル ス ル ホ ニ ル フ ェ ニ ル )-4,5-ジ ヒ ド ロ イ ソ オ キ サ ゾ ー ル
； ま た は
　 3-(3-ブ ロ モ -2-メ チ ル -6-メ チ ル ス ル ホ ニ ル フ ェ ニ ル )-4,5-ジ ヒ ド ロ イ ソ オ キ サ ゾ ー ル
；
か ら な る 群 よ り 選 択 さ れ る 化 合 物 を 製 造 す る た め の 請 求 項 １ ～ ５ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の
方 法 。
　 　 【 請 求 項 １ ０ 】 　 請 求 項 １ に 記 載 の 式 Ｉ の 化 合 物 ま た は そ の 前 駆 物 質 を 製 造 す る 方 法
に お け る 請 求 項 １ に 記 載 の 式 II、 III、 IV、 V、 VI、 VII、 VIIIお よ び IXの 化 合 物 の 使 用 。
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